


　萩藩の御用絵師雲谷派は、その祖である雲谷

等顔が毛利輝元から雪舟流を継ぐものの証しと

して雪舟のアトリエ「雲谷庵」と雪舟筆の「山

水長巻」（国宝）を拝領したことにはじまります。

その後、雲谷派は江戸時代を通じて代々雪舟の

画法を受け継ぎ、萩藩内はもとより京都の古刹

などにも数々の秀作を残しました。萩城下に居

住し藩に重用された雲谷派は、西国一円にその

名声が行き渡り、江戸中央画壇の幕府御用絵師

狩野派と並び称される一大流派を形成しました。

この展覧会では、当館が所蔵する歴代雲谷派の

作品を中心に、雲谷派が描いた多彩な美の世界

を紹介します。

はぎ　はん

とう　がん

うん  こく　 は

うん  こく　あん さん

すい ちょう かん はい りょう

こ　 さつ

か　 のう

山口大学教授 菊屋吉生氏


